
 

 
 

 

ため池等土構造物の耐震性能評価法 
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－回転および流動化変形モード等による地震時斜面変形予測手法－ 

大地震時の土構造物の変形モード大地震時の土構造物の変形モード  

詳細ニューマークＤ法等による変形計算フロー詳細ニューマークＤ法等による変形計算フロー  

（ａ）回転変形モード       （ｂ）液状化流動による変形モード       （ｃ）変形の合成 
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累積損傷の計算 
等価ひずみ振幅の計算 

損傷度,等価ひずみによる 
(φmob)D,(Cu)D の計算（損傷軟化） 

ゼロクロス時点,繰返し回総数 
せん断比振幅の計算 

 
ダム形状,座標,地層座標, 

一般土質定数,水位線 
 地震波形の設定 

 限界円弧すべりの検討 
（非排水状態,一定震度法） 

 土塊すべりの 
平均応答加速度の計算 

 スライス底面に働いている 
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STEP2 
＜動的応答解析の実施＞ 

～ 等価線形解析(AdvFLUSH)による一例 ～ 
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最大応答加速度のコンター図 
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最大せん断応力のコンター図 

STEP1 

＜土質定数の設定＞ 

初期非排水せん断
強度 φcu, ccu

＜モデルの作成＞ 

＜各種パラメータの設定＞ 

損傷度D=1のときの
液状化強度パラメータ

せん断強度低下
パラメータ

STEP4 ＜動的応答解析結果の読込み＞ 

スライス底面に作用する応力 ニューマークＤ法の入力波 

スライス毎

STEP3，STEP5 ＜臨界円弧すべりの探索＞ STEP6 

＜液状化流動解析の実施＞ 

～ 静的応力解放法(ALID)による一例 ～ 

＜液状化安全率FLのコンター図＞ 

＜変形図＞ 

STEP7 ＜結果出力＞ 

変位量の算定結果 

合成変形図 

回転変形モード、液状化変形モード、
合成変形の表示


